












誌 ” Der Neue Merkur “ 誌に発表、1923 年には単行本が出版されている。
また「トンカ」は Reichenberg 社の ” Der Neue Roman “（『新小説』）の一




















































1930 年の 9 月には、歯髄の膿疱が顎骨まで進み、大きな歯科手術を受















上記の伝記では 1907 年 11 月はじめという説を取っている (8)。Musil 自
身が梅毒に罹患したのは 1901 ～ 1902 年で、志願兵として軍務に着いて








ている日記のメモには、1930 年 1 月にのどの異常を感じたとき「最も



































梅毒は 3 ～ 6 週間の潜伏期間の後症状が出始めるが、罹病期間が最
大数十年に及びうる病で、その間、症状の出ない時期を挟みながら、





2. （潜伏梅毒）症状が一旦消失したのち 4 ～ 10 週間の潜伏期












5. 後期潜伏梅毒：感染成立後 1 年以上たつ血清梅毒反応陽性で無
症状の状態






































　梅毒については Claude Quétel の『梅毒の歴史』から、その主な道筋
をたどってみたい (13)。病因については、梅毒患者の体からは 1837 年
以来複数の研究者が様々な微生物を発見、もしくは発見を主張した
が、いずれも病原体と公認されるに至らなかった。1905 年になって初
めて、Fritz Schaudin と Erich Hoffmann が梅毒の病原体を発見、のちに
Treponema pallidum と命名した。
　診断技術の面では、1906 年には暗視野顕微鏡による同定法が確立し







明された。1894 年に Alfred Fournier によって進行性麻痺と脊髄癆との間










の時代の新しい薬剤として注目されたのは、1909 年に Paul Ehrlich と秦
佐八郎が、開発した初の三価の砒素剤を用いた化合物サルバルサンで
あった。彼らはこれにさらに改良を重ね、使用法を簡便化したネオサル














　Musil が 1901 年 10 月から 1902 年の間、一年間の志願兵として軍務
に就いていたときに梅毒に罹患したという Corino の推測は、彼自身が
編集者の一人であるので当然かもしれないが、デジタル版新全集の年譜







1916 年の Prag-Karolinenthal 病院の記録を参照させている。Musil が重い
口腔疾患で入院した時の病院の主治医の署名入り記録である。その既
往症等のノートには「15 年前に梅毒」（TB Ⅱ 1011）という文言がある。




どからではなく、すでに交際を開始していた Herma Dietz のもとでの感
染の可能性を「きわめてありそうもないことながら」と但し書きをつけ
ながら、示唆している。根拠として、『日記』から、先ほどの 3 月 3 日
日付の記述よりも以前の 2 月 13 日日付の、Dietz の他の男性との関係を
疑っているような記述を持ち出している (19)。しかし、もっと明確な記
録である 1916 年の記述からは考えられるのは 1901 年という時期だけで





時期を Corino は先述の病院記録の中にある「10 年前に流産」という文

























　既出の 1916 年の病院記録によれば、Musil は「感染後、1 年半に渡っ
て塗布療法（Schmierkur）とヨード療法をうけた。」（TB Ⅱ 1011）ここ






　Wassermann 反応検査が登場すると、Musil は、上述の 1916 年の記録
























瘍であり梅毒性ではないこと、3 月 22 日の Wassermann 反応は陰性であ
ることも確認できる。4 月 8 日の所見では、口角や舌などに乳頭状の白
い斑点状のできものが群生していると記載、16 日に治癒の方向に向か




























Corino の主張は大いに頷ける。それは Musil 文学の世界の中で、死のテー
マの持つ重要性にさらなる証左をあたえるものといえよう。
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